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普通
ふ つ う

がいい 

                                                                         教頭 河合 孝信 

「普通
ふ つ う

」という言葉
こ と ば

の意味
い み

を調べて
しら      

みました。 

「特
と く

に変わ
か  

っていないこと。」「ごくありふれたものであること。」 

「それがあたりまえであること。」と書か
か  

れてありました。（デジタル大辞典
だ い じ て ん

より） 

 

６月１日に学校
がっこう

が再開
さいかい

して約２ヶ月
  かげつ

間
かん

、新型
しんがた

コロナウイル
こ ろ な う い る

ス
す

の関
かん

係
けい

で、少
すこ

し気
き

持
も

ちが張
は

り詰
つ

めたような生活
せいかつ

を

送
おく

りました。その上
うえ

、洪水
こうずい

や土砂
ど し ゃ

崩れ
く ず   

など大きな
おお     

災害
さいがい

に見舞われて
み ま     

いる地域
ち い き

があり、心
こころ

が痛む
いた   

毎日
まいにち

でした。 

陽春
ようしゅん

分校
ぶんこう

では、生徒
せ い と

が毎日
まいにち

登校
とうこう

し、授業
じゅぎょう

を受
う

け、笑顔
え が お

のある生活
せいかつ

を送
おく

ることができています。いわゆる「普通
ふ つ う

」

に過
す

ごすことができています。「上
うえ

を見
み

ればきりがない」「下
した

を見
み

てもきりがない」という言葉
こ と ば

もありますが、

「普通
ふ つ う

でいられることに感謝
かんしゃ

」しなくてはいけないとつくづく思
おも

います。 

明日
あ し た

から夏
なつ

休
やす

み。この約
やく

２ヶ
か

月
げつ

の学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を振
ふ

り返
かえ

ったり、普段
ふ だ ん

できないことをやったり、有意義
ゆ う い ぎ

な日々
ひ び

、

「普通
ふ つ う

」の日々
ひ び

を送
おく

ってほしいと思
おも

います。 

 

今後
こ ん ご

の予定
よ て い

 

8月 1日(土)～23日(日)            夏休
なつやす

み 

8月 24日(月)～                   授業
じゅぎょう

開始
か い し

    

8月 24日（月）～28日(金)  3：00～  受験
じゅけん

対策
たいさく

学習会
がくしゅうかい

 

  9月 25日（金） 陽春運動会 

 

すべては生徒
せ い と

のために 笑顔
え が お

あふれる学校
がっこう

 

陽春だけでやります。1学期は、体育でダンスの練習をしましたが 

2学期は他の種目
しゅもく

も選手
せんしゅ

を決め
き  

て、練習します。 



 休校
きゅうこう

が皆さん
みな    

にもたらした影響
えいきょう

の大きさ
おお    

をあらためて知りました
し    

。 

でも、一緒
いっしょ

に陽春
ようしゅん

で生活
せいかつ

することで、少し
すこ  

ずつ前向き
まえむ   

に楽しく
たの    

できるよう

になってきた人
ひと

が多
おお

いとわかり、ホッとしました。夏
なつ

休
やす

みに入
はい

りますが、

健康に気をつけ、どうかせっかく取
と

り戻
もど

した学
まな

びたい気
き

持
も

ちを持
も

ち続
つづ

けて

ください。8 月 24 日（月）に陽
よう

春
しゅん

で会
あ

いましょう。待
ま

っています。 

～生
せい

徒
と

の皆
みな

さんの「振
ふ

り返
かえ

り」より～ 

 

★友だちについて★ 

・友達はとっても優しく、たのしいです。 

・皆さんとても熱心で、優しいです。 

・週番、係の仕事がたのしかったです。 

・週番の仕事おもしろいです。いつも最初

の言葉でまちがえましたが、がんばります。 

・友だちが増えました。時々バスケします。 

休校中は楽な生活につかり、学校生活が送れるか不安とめんどうくささでいっ

ぱいでしたが、先生方やクラスメイトの顔を見て安心と がんばろうという気持ち

が出てきました。陽春で学ぶことの楽しさを教わり、自分の無知さにあきれなが

ら、できる範囲で何事も恥ずかしさを忘れ、努力しているつもりです。どの教科

の先生も楽しいです。 

2か月の引きこもり生活で精神的にまいってしまい、学校へ戻れる 

気がせず、6月 1日、重い気分で登校しましたが、少しずつ自分を 

取り戻し、続けられる気力が出てきました。よかったと感じています。 

早く学校へ行きたかった。皆

に会えてうれしかったです。

学校の皆さん、大好きです。 

平凡な日々がいかに幸福かということがわかりました。健康面

はあまりよくなく、次から次へと調子が悪いところが出てきます。 

休み中はいろいろ悩みが出て大変だったが、学校が始まりほかに

考えることができたので良かった。新しいクラスで緊張していたが、

皆さん仲良くしてくださり、ようやく学校の雰囲気に慣れてきた。 

前は人見知りで、人とうまく話せず、最初の 1週間は無理していました。でも周り

の人とふれあっていくうちに気持ちが楽になっていきました。自信もだいぶつきま

した。友達も増えて時々トラブルもありましたが、楽しいと思える学校生活でした！ 

★よくできたこと・がんばったこと★ 

・体育、日本文化、音楽、がんばった。 

・総合と英語、がんばっている。 

・体育がおもしろい。・絵を描くのがよく

できた。 

・数学と英語がよくできた。 

・社会。国のことを知るのが好きです。 

数学もちょっと難しいけど好きです。 

・新しい言語を学ぶことはむずかしいで

すが、私はさいぜんをつくします。 

・みなさんと一緒に体育することが楽し

かった。 

・学校生活が楽しい。勉強も順調。 

・日本語の勉強が楽しく、おもしろかった。 

数学の公式を振り返ることができたが、復習が十分に足りていない。

より学び体も鍛えたい。様々な人の趣味や好みを知ることができた。 

★わたしの           ★ 

・皆さんと一緒に体育したこと 

・先生たちがやさしく、親切に授業して

もらいました。楽しかった。 

・日本のあいさつ、ひらかな、かたかな 

・社会と日本語 

・七夕。みんなと一緒に先生に写真を

撮ってもらった。とてもうれしいです。 

・皆さんと一緒に短ざくをかきました。

自分の願いが竹の木にかけました。 

 

日本語学習中の外国につながる 
生徒のみなさんより 

正しくは、「笹
ささ

の葉
は

」 

 

 

自粛期間中は、バイト⇒ごはん⇒短い時間勉強の繰り返しでした

が、勉強を怠らなかったことで、学校へのだるさはなかったです。

毎日学校へ行きたいと思っていたので、開校してうれしかった。 

係の仕事を片付けなど二人でやって、話し合える

し、先生にもありがとうとたくさん言われ、本当に 

よかったです。クラスの皆さんもよい人で良かった。 

学校で皆さんとお話ができ、とてもうれしかったです。自分の生活にメリハリができたこと

もよかったです。先生やクラスの皆さんに支えられ、充実した学校生活を送っています。 

いろいろな国の人と一緒に勉強が

でき、いろいろな国のことや言葉が

わかって楽しい。それぞれの教科で

新しいことをいっぱい知って楽しい。 

★これからがんばりたいこと★ 

・日本語、国語がんばります。 

・英語が苦手だ。ついていけるように

がんばらなくちゃ。   

・漢字が難しいです。 

・日本語をもっと上手になりたい。 

・欠席しないよう中 3まで続けたい。 

・理科、国語、社会がんばりたい。 

・日本語と体育。  ・高校受験合格。 

・私の数学、やばいです。数学と日本

語が試験のレベルまではまだまだ。 

継続してがんばります。 

何となく時が過ぎてしまった。家

から学校まで 歩いて来られる

ようになった。音楽が好きだ。 
家にいるのは退屈だったので、開校した

時はうれしかったです。出かけられる場所

があるのはありがたいです。勉強は難しい

ですが、学校に通うのは楽しいです！！  

先生方の話はおもしろくて楽しい！  

1年生の時は休むことがあったが、2年生では

休まず、少しでも勉強ができるようにがんばり

たい。仲良く楽しく皆さんと生活していきたい。 

皆さんに会えてうれしかったです。

毎日楽しくつきあっています。 

https://azukichi.net/season/summer/summer0278.html
https://azukichi.net/season/summer/summer0286.html
https://azukichi.net/season/summer/summer0302.html

